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1 はじめに

論文、レポート、説明書などを正しく書くために
は、多くの文章を読み、その分野の用語と表現を正
しく理解し、知識として得た用語と表現をくりかえ
し使用することが重要である。しかし、時間的・空
間的な制約をはじめ、さまざまな理由で効率よく学
習するのはむずかしい。例えば、大学における用語
と表現の学習機会は、

• 用語と表現との接触は専門講義科目

• 用語と表現の使用は実験演習科目

とわかれていて、作文技術の学習をむずかしくして
いる。このため、学習者への時間的・空間的制約を
ゆるめ、それぞれの専門分野の用語と表現を効率よ
く学習する方法の 1つとして e–Learning システム
への期待が高まっている。

e–Learning システムでは、

Distance Learning ネットワークを介して講義を
行う遠隔学習

Web Based Training(WBT) WWW技術をベー
スに、ブラウザ上に表示される教材や講義を
見ながら行う学習

などが代表的な例としてあげられる [e白書 03]。こ
のほかにも、どのようなタイミングでシステムが用
いられるかによって、

同期型 教室での授業のように、教師が学習者を常
に手助けするシステム

非同期型 教師がいなくても学習ができるシステム

に分類することができる。
本研究では、龍谷大学における初年度生向けの計

算機基礎演習科目を対象に作成した、基本表現の学
習を目的とした作文練習システムについて述べる。
作成したシステムであつかう基本表現は、レポート
や論文などを作成するときに多用される 4種類 (1.
比較、2.対比、3.類似、4.原因・理由)である。この
基本表現を論文から取り出す方法についても述べる。

2 論文からの基本表現の抽出

本研究では、以下の 4種類の情報を表現する文を
論文から取り出し、作文練習システムで基本表現を
学習するための例文として利用する。

比較 同質の 2つ以上のものを量的に比べる

対比 2つの異なるものを質的に比べる

類似 2つのものに共通点があることを示す

原因・理由 事物の変化をひきおこすものや事物の
成り立っているみちすじ・わけを示す

例文を抽出する対象として、言語処理学会第 12回
年次大会の予稿集に含まれる論文を用いた。基本表
現を含む例文は、以下の手順で取り出す。

step 1 [形態素解析および係り受け解析]

予稿集に含まれる論文 317件を対象に、形態
素解析および係り受け解析 (並列構造解析)を
行う。形態素解析には JUMAN [1]、係り受け
解析 (並列構造解析)には KNP [2]を用いた。

step 2 [比較、類似、原因・結果の基本表現を含む
例文の抽出]

比較、類似、原因・結果の基本表現を含む文
は、step 1の形態素解析結果から取り出す。図
1に本実験で取り出す比較、類似、原因・結果
の基本表現を示す [山崎 02]。

step 3 [対比の基本表現を含む例文の抽出]

対比の基本表現を含む文は、図 1に示すよう
に、助詞「が」の前後にある「～は～」の並
列構造を手がかりにして step 1 の係り受け解
析 (並列構造)解析から取り出す。図 2は、助
詞「が」の前後の「～は～」が並列構造であ
る場合で、図 1の対比の基本表現を含む文に
対する規則で取り出せる。



規則 基本表現 意味 例
比較 1 ～より～のほうが～ 同質の 2つのものを比較 鉄より鉛のほうが比重が大

きい
比較 2 ～と比較すると

～と比べると
～は ～と比較して ～

～と比べて
～よりも
～より

比較する対象の一方に重み
がある

氷は水と比較すると密度が
小さい

対比 ～は～ が、 ～は～
(←並列構造→)

2つの異なるものを質的に
比較

ナトリウムは陽イオンにな
るが、塩素は陰イオンにな
る

類似 1 ～と～は ともに ～
～も～も

両方について説明 空気と水はともに流体であ
る

類似 2 ～とともに
～は ～と同様に ～

～と同じく

類似例で説明 この物質は、金属と同様に
酸で劣化する

類似 3 ～は ～と等しい
～に等しい

質も量も同じ 1気圧は水銀柱 76cmと等
しい

類似 4 ～は～と同等である 同じに扱える 荷重に対するゴムの変形挙
動はばねと同等である

類似 5 ～は～と等価である 質のみが同じ この回路は (式 1)と等価で
ある

原因・理由 1 ため、
～ (こと)により、 ～

ので、
結果、

原因・理由を述べ、次に結
果を述べる

剛性が不足したため、固有
振動数が低下した

原因・理由 2 このため、
～。 これにより、 ～

この結果、

原因・理由を述べ、次の結
果を述べる

剛性が不足した。このため、
固有振動数が低下した

原因・理由 3 ～は～ためである。 結果を述べ、次に原因・理
由を述べる

温度が上昇したのは、反応
が進んだためである。

原因・理由 4 ～。これは～ 結果を述べ、次に原因・理
由を述べる

温度が上昇した。これは反
応が進んだためである。

図 1: 抽出する基本表現

表 1に、基本表現を含む文の抽出結果を示す。表 1に
示すように、比較の基本表現ではない文を誤って取
り出している失敗が多い。これは、以下の例のよう
な文を比較の基本表現として取り出したからである。

(例) 図 2より「find the way」の場合、文章化した
場合のほうが文章化しない場合より 2 倍近
く評価度が上がった。

「より」と「のほうが」の前にあらわれる語が同質の
ものかどうかを判定しなければならない。しかし、
シソーラスを用いても、以下の例のように、「より」
と「のほうが」の前にあらわれる語が同質であると
判定するのがむずかしい場合も多かった。

(例) つまり、どのように談話の展開を行っても、談
話全体のレベルでは依頼文の丁寧度が低い場合

より高い丁寧度の依頼文を有する談話のほうが
丁寧に感じられている。

対比の基本表現ではない文を誤って取り出した失
敗も多い。しかしその中には、対比の情報を表現し
ているものの、基本表現の例文としては適切でない
と判断して誤りと判断した例も多い。例えば以下の
例は対比の情報を表現しているが、「が」の前には
「には」があり、後には「では」が用いられている
ので、抽出結果は誤りと判定した。前の「には」が
「では」であれば、この例は基本表現の例文を正し
く取り出したと判定した。

(例) 最初の複合名詞には２種類の係り受け構造し
かないが、次の複合名詞では５種類の係り受
け構造がある。



図 2: 助詞「が」の前後にある「～は～」の並列構
造の例

表 1: 基本表現を含む文の抽出結果
規則 正しく抽出 誤って抽出 合計
比較 1 5 4 9
比較 2 90 870 960
対比 102 97 199
類似 1 5 21 26
類似 2 52 36 88
類似 3 2 0 2
類似 4 0 0 0
類似 5 2 0 2

原因・理由 1 1960 189 2149
原因・理由 2 80 0 80

3 基本表現学習システム

作成したシステムの概要を図 4に示す。作成した
システムは、

1. 学習者 (ユーザ)は、学習したい基本表現を選
択する。

2. ユーザが学習したい基本表現を図 3の (a)に
示すような問題形式にして示す。

3. ユーザは図 3の (b)のような形式で問題に答
えると、システムが正解かどうかを自動的に
判定する。

システムを構成するモジュールの機能と内容や
データベースの内容について以下に示す。インタ
フェースにはWebブラウザを用い、システムはPerl
で実装されている。データベースには、MySQLを
用いた。学習したい基本表現の問題は、データベー
スに簡単に追加できるようになっている。

基本表現選択モジュール 学習者 (ユーザ)が指定し

(a) 問題

(b) 解答

図 3: 対比の問題と解答の例

た基本表現を受け取り、問題生成モジュール
に送る。

問題生成モジュール ユーザが指定した基本表現を
学習できるような問題をデータベースから取
り出した基本表現を含む例文から 3つ作成す
る。生成した問題は、問題提示モジュールに
送る。

問題提示モジュール 問題生成モジュールが生成し
た問題をユーザに提示する。ユーザは提示さ
れた問題を解答する。ユーザの解答は、正解
判定モジュールに送る。

正解判定モジュール データベースに格納されてい
る基本表現を含む例文とユーザの解答を比較
して、正解かどうかを判定する。判定結果を
正解提示モジュールに送る。

正解提示モジュール ユーザの解答が正解かどうか
を正解判定モジュールの判定結果にしたがっ
て、ユーザに提示する。

比較/対比/類似/原因・理由 2章で述べた手法を用
いて抽出した基本表現を含む例文のうち、正
しく抽出できた例文が格納されている。

4 システムの利用例

作成したシステムで「対比」の基本表現の問題を
学習する場合の画面を図 5に示す。データベースに
は、2 章で述べた手法で抽出した 199例の「対比」
の例文のうち正しく抽出できた 102例の例文が格納



図 4: システムの概要

図 5: 問題を提示している画面の例

されている。このデータベースからランダムに 3つ
例文を選びだし、基本表現の部分を穴埋め問題とし
て学習者に提示している。
学習者は、図 5のような穴埋め問題を解くことで、

科学技術文書やレポートなどを正しく書くために必
要な表現を効率的に身につけることができる。
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